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サービス提供活動の成果*

IPPFとは？
IPPFは、地球規模でのサービス提供と、
世界のすべての人々のセクシュアル／ 
リプロダクティブ･ヘルス／ライツの主
要な政策提言を行っています。私たち
はコミュニティと個人のために、コミュ
ニティと個人と共に活動する国レベルの 
組織が繰り広げる世界的運動です。

1億4,930万件
のセクシュアル／リプロダ
クティブ・ヘルス関連サー
ビスを提供しました

何百万人
ものボランティア

83%
の加盟協会が、職場で働く
HIV感染者への差別を禁止
する規則を定めています

71%
の拠出金が人間開発の低・
中位国で活用されます

590万件
の意図しない妊娠を防ぎま
した†

67万7,000件
の安全でない人工妊娠中絶
を防ぎました†

81件
の政策・法律にセクシュア
ル／リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツの観点から修
正や改正を促しました

3万2,000人 
以上
のスタッフ

85%
の加盟協会では理事の少な
くとも1人は青少年です

69%
の加盟協会では、スタッフの
少なくとも1人は、25歳未
満です

IPPFとその加盟協会の活動支援のための募金にご協力いただける場合は、IPPF
のホームページ www.ippf.org/jp/ からお願いします。または、IPPF本部（英国 
ロンドン）までご連絡をいただきますようお願いします。
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* 本資料では数値を四捨五入しているため、合計が 100%にならない場合や、絶対数を正確に反映していない場合がある。

† 意図しない妊娠と安全ではない人工妊娠中絶の防止数は、マリー・ストープス・インターナショナルの「インパクト 2モデル」を用いて算出した。
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590万件
の意図しない 
妊娠を防ぎ 
ました†

67万 
7,000件
の安全でない 
人工妊娠中絶 
を防ぎました†

8,900万件
の避妊関連以外の 
サービスを提供しました

6,030万件
の避妊サービス 
を提供しました

1億 
4,930万件
のセクシュアル／ 

リプロダクティブ・ヘルス 
関連サービスを 
提供しました

32万8,000人
が人道危機や災害時に、IPPFから
セクシュアル／リプロダクティブ･
ヘルス分野の支援 (SPRINT)を受け
ました

サービスの

45％
が 25歳未満の青少年に 
提供されています

1億8,700万個
 のコンドームを配布しました

90万件
不妊症

560万
専門カウンセリング

60万件
泌尿器科

620万件
セクシュアル／ 
リプロダクティブ・
ヘルス関連医療
サービス

1,940万件
婦人科

2,040万件
母子保健

3,180万件
HIV関連 
（性感染症を含む）

サービス提供拠点の所在地

41％ 
都市部

59% 
郊外や農村部

サービス提供拠点の
過半数は、現地の 
団体や家族計画推進 
員が運営しています

5万4,505ヵ所 
のサービス提供拠点

2014年 5月に開始した IPPFのグローバル・ 
キャンペーン I Decide を通して各国の指導
者たちにセクシュアル／リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツを支持するように呼
びかけました。誰もが自分の身体、人生
を誰と共に歩むか、家族の人数を自分
自身で決められる世界にするためです。
I Decide キャンペーンにより、人々は、女
性と少女が自分の未来を決められれば、
より持続可能な開発が実現できることに
気づきました。
 
IPPFは世界中で集めた人々の声や課題を、
国際、地域、国家のレベルで提示し、あら
ゆるレベルの政策責任者と交渉し、セク
シュアル／リプロダクティブ・ヘルス／ラ
イツを国連が新たに設定する持続可能な開
発目標 (SDGs)の中心にするよう
に働きかけています。

I decide... 
my future
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IPPFの活動は、4つのMDGsの達成に貢献しています

選ぶこと、そこから広がる可能性



IPPFモルディブ  
(SHE)

モルディブ政府は、レイプと近
親姦による妊娠については、人
工妊娠中絶を認めるようになり
ました。モルディブの加盟協会
はステークホルダーと戦略的な
協力関係を構築し、レイプと近
親姦の被害者の実体験調査を実
施しました。調査結果は、法律
にこれらを例外とする規定を追
加することの重要性を政府に対
してはっきりと 示す、重要な
根拠になりました。 

IPPFホンジュラス  
(ASHONPLAFA)

ホンジュラスの加盟協会は、思
春期の妊娠を防ぐためにマルチ
セクターで取り組む国家実施計
画の策定に参画しました。ま
た、セクシュアリティや意図し
ない妊娠を防ぐための、性教育
を含む、幼い子どもたちのため
の包括的な発育計画に寄与しま
した。

IPPFマラウイ  
(FPAM)

マラウイの加盟協会は政府高官
を案内し、避妊薬（具）の在庫
切れによる悪影響を受けた農村
部の女性たちの実態を視察しま
した。その結果、家族計画に対
する国家予算規模が 2倍以上に
増えました。加盟協会は、今で
は、中央政府の機関から直接仕
入れができるようになり、農村
部のクリニックでの在庫切れが
減りました。

IPPFインドネシア  
(IPPA)

インドネシアの加盟協会は、
パートナー団体と協力し、医
療従事者による女性性器切除
(FGM)を可能としてしまう抜け
道になりかねない法規制を撤廃
することに成功しました。その
後、インドネシア保健省が新し
い法規制をつくり、医療従事者
による FGMは一切禁止されま
した。

IPPFベネズエラ 
(PLAFAM)

ベネズエラ政府は、HIVやエイ
ズと共に生きる人々とその家族
に対する差別を禁止する法律を
採択しました。ベネズエラの加
盟協会はテクニカル ･アドバイ
ザーとて政府に助言し、ソー
シャルメディアや報道機関を通
じて新法の普及を広く支援しま
した。

IPPFモザンビーク 
(AMODEFA)

モザンビークの加盟協会を含
むリプロダクティブ・ヘルスの
作業部会は、中絶に対する罰
則の例外規定の修正を可能に
しました。安全な中絶が妊産
婦死亡率の低減や公衆衛生に
とってどれほど重要かが、作
業部会の議論から浮き彫りに
なったからです。 

IPPFパレスチナ  
(PFPPA)

「国家ジェンダー平等戦略
(National Gender Equity Strategy 
2014–2016)」が承認され、首相
によって採択されました。パレ
スチナの加盟協会は、政府委員
会に根拠や提案を提出して同戦
略の策定に貢献し、採択までの
プロセスの間も、フィードバッ
クを提供しました。

政策提言  
国別実績 2005–14年

IPPFマケドニア  
(HERA) 

マケドニアの加盟協会は、HIV
感染を減らすための鍵を握る人
口グループの保健サービスニー
ズを満たすために、市民社会組
織が担っている大きな役割を、
政府により理解してもらうこと
を目的としたネットワークを組
織しました。その結果、その
ネットワークの一部として承認
された市民社会組織は、政府か
らの資金を受けて HIV関連サー
ビスを実施できるようになりま
した。

IPPFフィリピン  
(FPOP)

フィリピンの最高裁判所の一時
的な差止命令により、施行予定
だったリプロダクティブ ･ヘル
ス法や関連する家族計画プログ
ラムの多くが実施できなくなり
ました。フィリピンの加盟協会
は、2012年からこの差止命令
をなくすべく奮闘してきまし
た。その結果、今では、法律が
施行され家族計画プログラムが
再開されています。

IPPFリトアニア  
(FPSHA) 

リトアニアでは、一定の中絶
禁止期間を設け、女性の中絶
を受ける権利への制限を強め
る法律案の成立を防ぎました。
リトアニアの加盟協会は大々
的なキャンペーンを行い、さま
ざまな関係者に働きかけると
ともに、政策提言のためのネッ
トワークに参加し、主要な国
会議員との意見交換を集中的
に行いました。 

政策提言
テーマ別実績
（2014年）

IPPFの政策提言活動によって、より多くの人々がサービスを受けられるようになり、セクシュアル・
ライツとジェンダーの平等を促進し、社会的汚名や差別を減らすことにつながる環境づくりをし
ています。加盟協会は、セクシュアル／リプロダクティブ・ヘルス／ライツを促進するよう政策や
法律の改正を働きかけ、改悪に反対することによって世界の何百万人もの人々の生活に大きな
違いを生み出しています。

2005年から 2014年までの間に、加盟協会や 
パートナー団体が協力して、セクシュアル／ 
リプロダクティブ・ヘルス／ライツを守るため、

の政策や法律の改正を  
150カ国 
で実現しました。734 
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加盟協会とパートナー団体が協力して、 
セクシュアル／リプロダクティブ・ヘルス／ 
ライツを守るため 55 の国

で実現しました。の政策や法律の改正を 81 
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